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1. 平成28年9月期第2四半期の連結業績（平成27年10月1日～平成28年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年9月期第2四半期 8,012 △15.4 217 △58.9 192 △61.3 5 △97.1
27年9月期第2四半期 9,466 △0.8 529 △20.6 498 △20.7 196 △55.1

（注）包括利益 28年9月期第2四半期 32百万円 （△85.3％） 27年9月期第2四半期 222百万円 （△49.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年9月期第2四半期 0.41 ―
27年9月期第2四半期 14.02 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

28年9月期第2四半期 15,479 3,582 23.1 256.03
27年9月期 15,138 3,549 23.4 253.70
（参考）自己資本 28年9月期第2四半期 3,582百万円 27年9月期 3,549百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年9月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
28年9月期 ― 0.00
28年9月期（予想） ― 0.00 0.00

3. 平成28年 9月期の連結業績予想（平成27年10月 1日～平成28年 9月30日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 15,500 △11.1 △125 ― △200 ― △370 ― △26.44



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料Ｐ．３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に
対するレビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等はさまざまな要因により大きく異なる可能性があります。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年9月期2Q 14,197,438 株 27年9月期 14,197,438 株
② 期末自己株式数 28年9月期2Q 204,806 株 27年9月期 204,506 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年9月期2Q 13,992,782 株 27年9月期2Q 13,993,648 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済環境は、中国を中心とした新興国・資源国の景気減速による世

界経済の先行き懸念が顕在化するとともに、年明け以降の金融市場の混乱や円高・株安により内外景気に不透明感

が残る状況が続き、企業の景況感や消費者マインドの下振れから、企業の設備投資意欲は力強さを欠く状況で推移

いたしました。

 このような状況のもと、当社グループは営業利益率の向上を目標に、顧客ニーズに応える戦略的な提案営業力の

強化と採算性の強化、コストダウンに取り組むとともに、販売費及び一般管理費の運用管理強化などの諸施策で収

益性の向上に取り組んでまいりました。機械装置分野での販売は堅調に推移いたしましたが、施設機器分野におい

て国立大学法人を主とした官公庁向け売上が大幅に減少し、全体としては前年同期比にて売上高・利益ともに大幅

な減少となりました。

 当第２四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高8,012百万円（前年同四半期比15.4％減）、

営業利益217百万円（前年同四半期比58.9％減）、経常利益192百万円（前年同四半期比61.3％減）、親会社株主に

帰属する四半期純利益につきましては、繰延税金資産の取崩しによる法人税等調整額133百万円を計上したことに

より５百万円（前年同四半期比97.1％減）となりました。

 なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 施設機器

 施設機器分野におきましては、環境配慮設計の低風量型局所排気装置の販売は堅調に推移いたしましたが、国

立大学法人の施設整備予算を主とした全国規模での官公庁需要の低迷が見られたこと、民間企業での大型物件数

が前年に比して減少したこと等により大幅な減収減益となり、上半期は大変厳しい環境が続きました。 

 業績につきましては、売上高4,624百万円（前年同四半期比26.0％減）、営業利益161百万円（前年同四半期比

76.1％減）となりました。 

② 機械装置

 機械装置分野におきましては、前期に引き続き半導体製造装置を主としたシステム機器分野での大口受注と医

薬品業界への販売、連結子会社における受託分野が堅調に推移しました。液体加工分野においては、大型案件の

あった前年に比して売上高が減少いたしましたが、物件収益の向上を図りました結果、セグメント全体として増

収増益となりました。 

 業績につきましては、売上高3,387百万円（前年同四半期比5.4％増）、営業利益348百万円（前年同四半期比

156.7％増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末における資産につきましては、前連結会計年度末から340百万円増加して15,479百

万円となりました。流動資産は、前連結会計年度末から522百万円増加して8,981百万円、固定資産は、前連結会計

年度末から180百万円減少して6,486百万円、繰延資産は、前連結会計年度末から１百万円減少して11百万円となり

ました。

 流動資産の増加の主な要因は、現金及び預金が214百万円、受取手形及び売掛金が407百万円増加したことによる

ものであります。

 固定資産の減少の主な要因は、無形固定資産が134百万円減少したことによるものであります。

 負債につきましては、前連結会計年度末から307百万円増加して11,896百万円となりました。流動負債は、前連

結会計年度末から333百万円増加して6,333百万円、固定負債は、前連結会計年度末から25百万円減少して5,563百

万円となりました。

 流動負債の増加の主な要因は、電子記録債務が115百万円、短期借入金が204百万円増加したことによるものであ

ります。

 固定負債の減少の主な要因は、社債が84百万円減少したことによるものであります。
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 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は206百万円の増加（前年同四半期は３百万円の減少）

し、当第２四半期連結会計期間末の残高は1,524百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要

因は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロ－）

 営業活動によるキャッシュ・フローは164百万円の増加（前年同四半期は175百万円の減少）となりました。その

主な要因は、税金等調整前四半期純利益214百万円、減価償却費181百万円、仕入債務の増加額160百万円でありま

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロ－）

 投資活動によるキャッシュ・フローは47百万円の減少（前年同四半期は８百万円の増加）となりました。その主

な要因は、有形固定資産の取得による支出49百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロ－）

 財務活動によるキャッシュ・フローは89百万円の増加（前年同四半期は163百万円の増加）となりました。その

主な要因は、借入れによる収入270百万円（短期借入金及び長期借入金の合計の収支差額）であります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年11月12日に公表いたしました平成28年９月期第２四半期連結業績予想及び28年９月期通期連結累計期間

業績予想を修正いたしました。詳細は、平成28年４月25日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧くだ

さい。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。

 

（２）追加情報

（法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正） 

 「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正する等の法律」

（平成28年法律第13号）が平成28年３月31日に公布され、平成28年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人

税率等の引下げ等が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法

定実効税率は従来の32.3％から平成28年10月１日に開始する連結会計年度及び平成29年10月１日に開始する連結会

計年度に解消が見込まれる一時差異等については30.9％に、平成30年10月１日に開始する連結会計年度以降に解消

が見込まれる一時差異等については30.6％となります。

 この税率変更により、繰延税金負債の金額（繰延税金資産の金額を控除した金額）が8,850千円、法人税等調整

額が8,752千円それぞれ減少し、その他有価証券評価差額金に与える影響は軽微であります。 

 また、欠損金の繰越控除制度が平成28年10月１日以後に開始する連結会計年度から繰越控除前の所得の金額の

100分の60相当額に、平成29年10月１日以後に開始する連結会計年度から繰越控除前の所得の金額の100分の55相当

額に、平成30年10月１日以後に開始する連結会計年度から繰越控除前の所得の金額の100分の50相当額に控除限度

額が改正されたことに伴う繰延税金資産の金額及び法人税等調整額に与える影響はありません。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年９月30日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,242,696 2,456,776 

受取手形及び売掛金 3,869,388 4,276,874 

電子記録債権 552,067 476,940 

商品及び製品 690,695 650,514 

仕掛品 187,529 281,027 

原材料及び貯蔵品 370,410 354,814 

その他 552,233 491,034 

貸倒引当金 △5,960 △6,560 

流動資産合計 8,459,061 8,981,421 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,580,503 1,534,938 

機械装置及び運搬具（純額） 114,846 109,627 

土地 2,666,983 2,666,983 

その他（純額） 499,205 502,094 

有形固定資産合計 4,861,538 4,813,643 

無形固定資産    

のれん 218,359 200,890 

その他 564,463 447,864 

無形固定資産合計 782,822 648,754 

投資その他の資産    

投資有価証券 36,927 20,411 

その他 987,185 1,007,040 

貸倒引当金 △1,655 △3,362 

投資その他の資産合計 1,022,457 1,024,089 

固定資産合計 6,666,818 6,486,486 

繰延資産 13,111 11,268 

資産合計 15,138,991 15,479,177 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年９月30日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,319,280 2,364,446 

電子記録債務 887,412 1,003,119 

短期借入金 1,394,849 1,598,874 

1年内償還予定の社債 178,900 174,700 

未払法人税等 35,553 79,517 

賞与引当金 226,589 189,378 

製品保証引当金 23,590 17,023 

商品改修引当金 63,191 14,937 

その他 870,669 891,158 

流動負債合計 6,000,035 6,333,155 

固定負債    

社債 462,750 378,100 

長期借入金 2,895,569 2,961,973 

役員退職慰労引当金 145,737 83,317 

退職給付に係る負債 1,189,325 1,205,488 

資産除去債務 42,534 42,845 

その他 853,092 891,703 

固定負債合計 5,589,009 5,563,428 

負債合計 11,589,045 11,896,583 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,387,182 1,387,182 

資本剰余金 1,116,886 1,116,886 

利益剰余金 1,432,939 1,438,720 

自己株式 △60,893 △60,954 

株主資本合計 3,876,115 3,881,834 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 13,627 6,181 

退職給付に係る調整累計額 △339,796 △305,423 

その他の包括利益累計額合計 △326,169 △299,241 

純資産合計 3,549,946 3,582,593 

負債純資産合計 15,138,991 15,479,177 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年10月１日 

 至 平成27年３月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年10月１日 
 至 平成28年３月31日) 

売上高 9,466,789 8,012,224 

売上原価 6,196,115 5,159,699 

売上総利益 3,270,674 2,852,525 

販売費及び一般管理費 2,740,901 2,634,969 

営業利益 529,772 217,555 

営業外収益    

受取利息 375 287 

保険事務手数料 2,758 2,638 

助成金収入 1,074 950 

貸倒引当金戻入額 1,408 － 

為替差益 4,015 4,247 

その他 11,205 8,922 

営業外収益合計 20,836 17,045 

営業外費用    

支払利息 34,756 30,856 

手形売却損 4,831 4,687 

その他 12,898 6,256 

営業外費用合計 52,486 41,800 

経常利益 498,123 192,800 

特別利益    

固定資産売却益 14 － 

投資有価証券売却益 9,744 － 

投資有価証券償還益 － 10,045 

保険解約返戻金 33,195 11,168 

負ののれん発生益 26,710 － 

特別利益合計 69,664 21,214 

特別損失    

固定資産除却損 5,736 － 

固定資産売却損 0 － 

商品改修費用 103,568 － 

商品改修引当金繰入額 150,000 － 

特別損失合計 259,305 － 

税金等調整前四半期純利益 308,483 214,014 

法人税、住民税及び事業税 130,684 74,819 

法人税等調整額 △17,380 133,415 

法人税等合計 113,304 208,234 

四半期純利益 195,178 5,780 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1,074 － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 196,253 5,780 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年10月１日 

 至 平成27年３月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年10月１日 
 至 平成28年３月31日) 

四半期純利益 195,178 5,780 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △2,477 △7,446 

退職給付に係る調整額 29,951 34,373 

その他の包括利益合計 27,474 26,927 

四半期包括利益 222,652 32,707 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 223,727 32,707 

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,074 － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年10月１日 

 至 平成27年３月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年10月１日 
 至 平成28年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 308,483 214,014 

減価償却費 171,602 181,280 

負ののれん発生益 △26,710 － 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △384 2,307 

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,097 △37,211 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △42,229 △62,419 

製品保証引当金の増減額（△は減少） 5,736 △6,567 

商品改修引当金の増減額（△は減少） 150,000 △48,254 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △31,864 16,163 

受取利息及び受取配当金 △698 △474 

支払利息 34,756 30,856 

固定資産売却損益（△は益） △14 － 

固定資産除却損 5,736 － 

投資有価証券売却損益（△は益） △9,744 － 

投資有価証券償還損益（△は益） － △10,045 

売上債権の増減額（△は増加） △1,627,434 △334,331 

たな卸資産の増減額（△は増加） △531,413 △37,720 

仕入債務の増減額（△は減少） 1,417,736 160,873 

未払消費税等の増減額（△は減少） 43,086 △76,968 

その他 104,796 206,537 

小計 △27,460 198,041 

法人税等の支払額 △147,565 △33,763 

営業活動によるキャッシュ・フロー △175,026 164,277 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △67,202 △107,402 

定期預金の払戻による収入 58,000 99,809 

有形固定資産の取得による支出 △24,999 △49,978 

有形固定資産の売却による収入 77 － 

無形固定資産の取得による支出 △3,416 △3,260 

投資有価証券の取得による支出 △19 △23 

投資有価証券の売却による収入 19,812 － 

投資有価証券の償還による収入 － 15,372 

貸付金の回収による収入 10,135 55 

利息及び配当金の受取額 607 512 

その他 15,131 △2,535 

投資活動によるキャッシュ・フロー 8,127 △47,449 
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    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年10月１日 

 至 平成27年３月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年10月１日 
 至 平成28年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 2,195,000 1,406,687 

短期借入金の返済による支出 △2,025,105 △1,278,000 

長期借入れによる収入 810,000 800,000 

長期借入金の返済による支出 △636,051 △658,258 

社債の償還による支出 △88,850 △88,850 

自己株式の取得による支出 △326 △60 

子会社の自己株式の取得による支出 △4,000 － 

利息の支払額 △38,535 △30,765 

その他 △48,902 △61,093 

財務活動によるキャッシュ・フロー 163,228 89,659 

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 △0 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,670 206,487 

現金及び現金同等物の期首残高 1,643,913 1,318,492 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,640,243 1,524,979 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成26年10月１日 至 平成27年３月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結損益 
計算書計上額 

(注)２   施設機器 機械装置 計 

売上高          

外部顧客への売上高 6,251,655 3,215,134 9,466,789 － 9,466,789 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － 

計 6,251,655 3,215,134 9,466,789 － 9,466,789 

セグメント利益 674,091 135,805 809,896 △280,124 529,772 

（注）１．セグメント利益の調整額 △280,124千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に事業セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（重要な負ののれん発生益）

 「機械装置」セグメントにおいて、連結子会社である㈱昭和化学機械工作所の自己株式取得により、負

ののれん発生益26,710千円を計上しております。なお、負ののれん発生益は特別利益のため、セグメント

利益には含めておりません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成27年10月１日 至 平成28年３月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結損益 
計算書計上額 

(注)２   施設機器 機械装置 計 

売上高          

外部顧客への売上高 4,624,758 3,387,465 8,012,224 － 8,012,224 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － 

計 4,624,758 3,387,465 8,012,224 － 8,012,224 

セグメント利益 161,348 348,642 509,991 △292,435 217,555 

（注）１．セグメント利益の調整額 △292,435千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に事業セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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